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英語の時刻表記について
豊 田 暁
I．はじめに
本稿の目的は，英米の雑誌・新聞の記事およびビジネス文書を資料として，フォーマルな文章に
見られる英米の時刻表記法について調査を行い，その最近の傾向を探ることにある。ここで取り上
げる調査事項は以下の通りである。
１．ante meridiem と post meridiem の略語表記
２．正時のゼロ表示
３．時刻の数字表記と文字表記
「午前の（に）」を表す ante meridiem の略語は，小文字，大文字，ピリオドの有無により，例え
ば１０a.m.，１０A.M.，１０am，１０AMのようにさまざまに表記される。「午後の（に）」を表す post
meridiem もまた同様である。正時を表す場合，１０：００a.m. のように「分」の位に２つのゼロを表
示することもあれば，１０a.m. のようにゼロを表示しないこともある。また，時刻に o’clockを用い
る場合，１０o’clockのように時刻を数字で表示することもあれば，ten o’clockのように文字で表示
することもある。このように時刻の表記は一見恣意的であるように思われるが，ここではジャーナ
リズムやビジネスなどの分野から実例を収集・分類して，一定の表記傾向が存在していないかどう
かを探ってみたい。
調査対象とする用例は，通常の文中で用いられているものに限定し，表，表題，広告，特殊な通
知・案内などに用いられているものは除外する。
II．ante meridiem と post meridiem の略語表記
A．アメリカ英語
１．辞書・語法書の記述
先ず，米国系の辞書で，ante meridiem と post meridiem の略語の見出し語がどのように表記さ
れているかを確認しておこう。The American Heritage Dictionary３，Longman Advanced American Dic-
tionary，Random House Webster’s Dictionary などを含め，手元の６種類の米国系の辞書にあたって
みると，すべての辞書でピリオド付きの小文字および大文字表記（a.m., A.M., p.m. P.M.）を登録
している。アメリカ系の辞書の見出し語の表記はほとんど完全に統一されていると言ってよい。
一方，米国系の語法書や英和辞典の記述内容にはかなり相違が見られるので，大きく分類してみ
よう。
（a）小文字でピリオドを付ける。
Garner（１９９８，s.v. a.m. ; AM ; p.m. ; PM）は，“The lowercase letters are now more common,
and with lowercase the periods are preferred.”と述べており，Johnson（１９９１，p．２２６）も“They [A.M.,
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P.M.] can also be lowercased, since the words they stand for ante meridiem and post meridiem , are
not capitalized, and this style is becoming more common.”と述べて，米国では小文字にピリオド
を付ける表記法が一般的になりつつあるとしている。また，新聞のスタイルブックでは，The Asso-
ciated Press Stylebook and Briefing on Media Law（２００２，s.v. a.m., p.m．）が“Lowercase, with peri-
ods．”としており，The New York Times Manual of Syle and Usage（１９９９，s.v. a.m., p.m．）も同様
に“Lowercase：10:30 a.m. yesterday”と“Lowercase：10:30 p.m. yesterday”の例を挙げて，ピリオ
ド付きの小文字表記のみを認めている。
（b）小文字にはピリオドを付け，大文字にはピリオドを付けても付けなくてもよい。
O’Hare and Funk（２０００，p．３９７）は“Use the abbreviation A.M. or AM or a.m.（before noon）and
P.M. or PM or p.m.（after noon）for time. . . . Lowercase letters require periods a.m. or p.m .”と
述べており，Wilson（１９９３，s.v. A.M., P.M.）は“In the United States, A.M. and P.M. are usually
printed as small capital letters with no spaces between the letters and sometimes without the peri-
ods.”と述べている。
（c）大文字にはピリオドを付けない。
Mager and Mager２（１９９３，s.v. a.m．）は，“When printed generally AM small caps and no points.”
と述べており，The Chicago Manual of Style１５（p．３９１）も“The abbreviations a.m.（ante meridiem）
and p.m.（post meridiem）often appear in small capitals（AM and PM）, in which case periods are un-
necessary.” と述べて，大文字にピリオドは不要としている。
米国系の大方の参考書の記述は以上の３つに分かれるが，この他に NTC’s Dictionary of Acro-
nyms and Abbreviations（１９９３，s.v. AM, PM）のように，小文字でピリオドを付けない例文を挙げ
る参考書もある。
（d）英和辞典の記述
小文字・大文字表記に関する英和辞典の記述はとりわけ興味深い。『ジーニアス英和大辞典』（s.
v. a.m., A.M., AM，（略式）am）は「見出し・時刻表などのとき以外は小文字で書くのが普通」，『ウィ
ズダム英和辞典』（s.v. a.m. A.M. AM）は「通例時刻表など以外は小文字」，『旺文社レクシス英和
辞典』（s.v. pm, p.m., PM, P.M．）は「大文字の P.M．は主に掲示物などで用いる」と説明してい
る。その他のほとんどの英和辞典にこれに類する記述が見られるが，このような説明は英米の辞書
や語法書には見受けられない。大文字はこのような特殊な場合にだけ用いられ，普通の文の中では
用いられないのであろうか。
２．米国の雑誌・新聞の調査結果
それでは米国では実際どのように表記されているのであろうか。米国の雑誌６種および新聞３種
から実例を収集し，小文字，大文字，ピリオドの有無により分類すると次のようになる。
雑誌・新聞の表記（米）
表記法 A１ A２ A３ A４ A５ A６ A７ A８
a.m. ／ p.m. ９ ４ ６ １９ １２
am ／ pm
A.M. ／ P.M. ７ ４ １０
AM ／ PM
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A１：The Atlantic Monthly , September２００３．
A２：Harper’s Magazine, May, June２００４．
A３：The New Yorker , Sept．１，１５，２２，２９，２００３．
A４：Newsweek , December２２，２００３；May３１，２００４．
A５：People, October２００３．
A６：TIME , November１７，December２２，２００３．
A７：The New York Times（CD-ROM），June３０，２００３．
A８：USA TODAY（CD-ROM），August２８－２９，２００３．
表が示すように，実際のアメリカ英語では，ピリオドの付く小文字と大文字が用いられている。
ニュース雑誌の Newsweek，People，TIME，新聞の New York Times，USA TODAY ではすべて小
文字が用いられている。一方，総合雑誌の Atlantic，Harper’s，New Yorker はいずれも大文字表記
されており，ニュース雑誌や新聞とは対照的な分布を示している。
ピリオドに関しては，小文字・大文字のすべての例にピリオドが付けられており，ピリオドの付
かない例は１例も見受けられない。「大文字にはピリオドを付けない」とする一部の参考書の記述
と実際の表記との間に相違が見られる。
先に見たように，多くの英和辞典によれば，大文字表記は，表題，時刻表，掲示物などに限られ
る。しかし，総合雑誌から収集した上の大文字の実例は，すべて普通の文の中で用いられているも
のである。したがって，大方の英和辞典の記述は少なくともアメリカ英語には当てはまらない。以
下，ニュース雑誌・新聞の小文字表記の例と，総合雑誌の大文字表記の例をいくつか挙げる。総合
雑誌の記事の内容は，ドキュメンタリー，評論，小説，エッセイなどであり，一般的な英語の文章
と言えよう。
（１）The president had been awakened at５a.m. by his national-security adviser, Condoleezza
Rice.－Newsweek
（２）She is expected to reveal her decision today at４p.m. news conference.－The New York
Times
（３）The sun set behind Sumatra at６：０６P.M.－The Atlantic
（４）Bryant and his two lawyers . . . silenced the courtroom with their arrival at３：５９P.M.－The
New Yorker
（５）Fire off fifty cherry bombs simultaneously in your driveway at３：００A.M.－Harper’s
３．米国のビジネス英語
次に米国のビジネス英語における表記法を見ることにする。ビジネス英語の参考書では，Alred
et al．（２００３，p．５）が“Common abbreviations used with dates and time: a.m. p.m.”としており，
Cunnigham and Greene（２００２，p．６９）も“Lowercase with periods.”と述べ，いずれもビジネスで
は小文字でピリオドを付けるように勧めている。また，Merriam Webster’s Guide to Business Corre-
spondence２（１９９６，p．１４９）も“These [a.m . and p.m .] are usually written as punctuated lowercase
letters, sometimes as small capital letters.” と述べ，大文字表記も認めるが，基本的にはピリオド付
きの小文字表記を勧めている。
それでは実際はどうであろうか。米国で最近発行あるいは改訂されたビジネス英語関係の文献６
冊で，ビジネス・レターおよびファックスから実例を収集し，小文字，大文字，ピリオドの有無に
より分類すると次のようになる。
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― 51 ― （ ）３８６
ビジネス英語（米）
─────────────────────────
表記法 A１ A２ A３ A４ A５ A６
─────────────────────────
a.m. ／ p.m． １３ ２０ １３ １１ １６
am ／ pm ３
A.M. ／ P.M． １７
AM ／ PM
─────────────────────────
A１：John A. Carey, Business Letters for Busy People，２００２．
A２：Stephen P. Elliot, The Complete Book of Contemporary Business Letters，１９９６．
A３：Andrea B. Geffner, How to Write Better Business Letters，２００３．
A４：M. Muckian and J. Woods, The Business Letter Handbook，１９９６．
A５：Roy W. Poe, The McGraw-Hill Handbook of Business Letters，１９９４．
A６：John Woods, Business Letters，１９９３．
表が示すように，６冊中５冊までが小文字でピリオドを付ける表記法をとっており，大文字表記
を採用する文献はわずか１冊だけである。
（１）Sheila tells me she will be able to keep our８：３０a.m. appointment next Thursday with no
trouble. . . .－M. Muckian and J. Woods, The Business Letter Handbook.
（２）Would Wednesday, April１８，at９：３０a.m. be a suitable time for you？－Roy W. Poe, The
McGraw-Hill Handbook of Business Letters.
（３）At３p.m. today I’ll be onsite with my client discussing the print budget for next year.－John
Woods, Business Letters.
B．イギリス英語
１．辞書・語法書の記述
先ず，手元の英国の辞書７冊の見出し語の表記を分類してみよう。最も多く採用されている表記
法はピリオド付きの小文字で，Oxford Advanced Learner’s Dictionary６や The Concise Oxford Diction-
ary１１を含めて４冊の辞書に見られる。一方，小文字でピリオドを付けない表記法も Longman Dic-
tionary of Contemporary English４や Cambridge Advanced Learner’s Dictionary４など合計３冊に見ら
れる。大文字表記はどの辞書にも登録されていない。英国の辞書では，今のところピリオド付きの
小文字表記が優勢と言えよう。
辞書の見出し語と同様に，英国の略語辞典や語法書も小文字表記を採用している。ピリオドの有
無については記述内容に相違が見られるので，大きく分類してみよう。
（a）小文字でピリオドを付ける。
辞書の見出し語の場合と同様に，この表記法を採用する参考書は非常に多い。例えば略語辞典で
は，Paxton（１９９２）が見出し語としてピリオド付きの小文字表記の a.m.／p.m.を登録しており，The
Oxford Dictionary of Abbreviations（１９９３）も同様に a.m.／p.m.を登録している。また，語法書では Par-
tridge（１９９４）に a.m.と p.m.の表示が見られる。
（b）小文字表記で，ピリオドは付けても付けなくてもよい。
Davidson（１９９６：５０３）は“It is equally correct to write a.m . and p.m. with or without full stops.”
と述べて，ピリオドを付けるかどうかは任意としている。このようなピリオドの省略を認める英国
の文献は他に見当たらない。
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（c）略式ではピリオドを省略する。
この種の記述はいくつかの英和辞典に見られる。例えば，『小学館プログレッシブ英和辞典４』
（s.v. p.m.）には「（略式）pm」，同様に『ジーニアス英和大辞典』（s.v. a.m.）にも「（略式）am」
とあり，『ウィズダム英和辞典』（s.v. p.m.）には 「（くだけて）pm」とある。
英国および日本の参考書の記述は以上の通りであるが，この他，新聞のスタイルブックで THE
TIMES Style and Usage Guide（s.v. times）が，小文字でピリオドを付けない“６pm or９am tomorrow”
の例を挙げている。
２．英国の雑誌・新聞の調査結果
それでは英国では実際どのように表記されているのであろうか。雑誌４種および新聞２種から実
例を収集し，小文字，大文字，ピリオドの有無により分類すると次のようになる。
雑誌・新聞の表記（英）
─────────────────────────
表記法 B１ B２ B３ B４ B５ B６
─────────────────────────
a.m. ／ p.m. ４
am ／ pm ４ ５ ５ １ ７ ３
A.M. ／ P.M.
AM ／ PM
─────────────────────────
B１：The Banker , October２００３．
B２：The Economist , November８th‐１４th２００３．
B３：Now，１５October２００３．
B４：The Spectator，４，２５October２００３．
B５：The Observer，２１September２００３．（pp．１‐３２）．
B６：The Times，３March２００４．
表が示すように，英国の雑誌・新聞ではピリオドを付けない小文字表記が圧倒的に多く用いられ
ている。ピリオド付きの小文字表記を用いているのは総合雑誌の Spectator だけである。先に見た
ように，英国の辞書や語法書の多くはピリオドを付ける表記法を採用しており，この点で実際の表
記との間に相違が見られる。また，この英国の表記法は，すべてピリオドを付ける米国の新聞・雑
誌の表記法と対照的である。
（１）At２am, Les and I found ourselves sitting on a bench for２minutes. . . .－Now
（２）However, the four teachers who come in early to take the７．４５am daily table tennis and
swimming classes are paid £１５an hour. . . .－Observer
ピリオドを省略する表記を「略式」と表示している英和辞典の記述にもあいまいさが残るように
思われる。上の Banker や Economist といったきわめてフォーマルなビジネス・経済の専門誌にも
ピリオドが付けられていない。アメリカ英語なら「略式」と言えないこともないかもしれないが，
少なくともこの記述はイギリス英語には当てはまらない。わざわざ「略式」とラベルする必要はな
いように思われる。
（３）The final confirmation that we were mandated as one of the bookrunners came in at２．３０am,
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with a tentative question from Paul: ’Should we meet now?’－The Banker
（４）Vanguard’s Mr Bogle argues that the rules should go even further, with a２．３０pm deadline
for orders and a ２％ redemption fee on shares that are sold within３０days of purchase.－
The Economist
上の例からわかるように，英国の雑誌や新聞の記事では，２．３０amあるいは２．３０pmのように，時
刻の数字と，ピリオドを付けない amあるいは pmとの間にはスペースをとらないことが多いよう
である。これに対して，総合雑誌の Spectator にはスペースをとっている例も見られる。辞書の例
文にあたってみると，スペースをとる用例と，とらない用例が見られる。
（５）At１１am on Armistice Day, no matter what day of the week, the traffic stopped dead for two
minutes.－The Spectator
（６）Work starts at９am.－LDCE４
（７）The６pm train is usually very crowded.－Cambridge Advanced Learner’s Dictionary
３．英国のビジネス英語
ビジネス英語関係の辞書では，Longman Dictionary of Business English（１９８９）が他の多くの一
般の辞書と同様に 見出し語として，小文字でピリオドの付く a.m.と p.m.の２つの形を登録して
いる。それでは英国の実際のビジネス文ではどのように表記されているのであろうか。英国で最近
発行あるいは改訂されたビジネス英語関係の文献８冊で，ビジネス・レターおよびファックスから
実例を収集し，小文字，大文字，ピリオドの有無により分類すると次のようになる。
ビジネス英語（英）
表記法 B１ B２ B３ B４ B５ B６ B７ B８
a.m. ／ p.m. ５ ５ ３ １ ９
am ／ pm ２ １５ ３ ２ １
A.M. ／ P.M.
AM ／ PM
B１：Jim Douglas, Readymade Business Letters That Get Results，１９９４．
B２：L. Gartside, Model Business Letters，１９９２．
B３：L. Jones and R. Alexander, New International Business English，１９９６．
B４：Andrew Littlejohn, Company to Company，２０００．
B５：Roger Owen, BBC Business English，１９９２．
B６：Michael Pain, English Commercial Correspondence，１９９１．
B７：Jenny and Tim Saville, Business Letter Writer，１９９５．
B８：Esther Selsdon, Collins Letter Writing，２００４．
表が示すように，英国のビジネス文の場合，小文字でピリオドを付ける表記と，ピリオドを付け
ない表記の両方が同じように使用されている。この点，通例ピリオドを付ける米国のビジネス文の
表記法との間に相違が見られる。また，すべてピリオドを省略する英国の雑誌や新聞の記事の表記
法とも異なっている。
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（１）Would it be convenient to visit you on１０March at１１．３０a.m.？－Andrew Littlejohn, Com-
pany to Company.
（２）Further to your letter of２May, I am pleased to confirm arrangements for a demonstration of
our fax machines on Friday６May at３．３０pm.－L. Gartside, Model Business Letters.
ところで，ビジネス英語に見られるこのピリオドの省略は最近の傾向であろうか。手元の１９８０
年以前のテキスト４冊（Naterop et al.［１９７７］，Drummond［１９７０］，King and Cree［１９６２］，Fry［１９４８］）
にあたってみると，そのすべての文献がピリオド付きの小文字表記を採用している。文献数が少な
いので断定できないが，ビジネス英語におけるピリオドの省略は１９８０年代から始まっていると言
えるかもしれない。
なお，ビジネス文では，雑誌や新聞の記事と異なり，ピリオドを付けない場合も時刻の数字とそ
の後にくる amあるいは pmとの間にスペースをとっている。
III．正時のゼロ表示
１．辞書・語法書の記述
正時を表す場合，１０：００のように「分」の位にゼロを表示する必要があるのであろうか。これに
関する辞書や語法書の記述内容を分類すると次のようになる。
（a）正時を表すときは普通ゼロを付けない。
この記述は多くの参考書に見受けられる。例えば『ジーニアス英和大辞典』（s.v. a.m., A.M. AM
（略式）am）には「正時には１０：００のように：００を付けないのが普通」とある。ビジネス英語の参
考書 Cunningham and Greene（p．６９）も“If the time is on the hour, it is not necessary to include
a colon and two zeros. Just write９ a.m .”と述べている。新聞のスタイルブックもまたこのゼロ表
示を認めていない。例えば The New York Times Manual of Style and Usage（s.v. a.m., p.m．）は a.m.
の項で“１０ a.m. , not１０：００ a.m.”としており，p.m.の項では“１０ p.m ., never１０：００ p.m .”とし
て，ゼロを表示しないように更に強く注意している。また，The Wall Street Journal Guide to Busi-
ness Style and Usage（s.v. times）も“１１ a.m. ;１ p.m. ;３：３０ p.m.” の例を挙げ，正時にはゼロを
表示していない。
（b）正時にゼロを付けてもよい。
この説をとる参考書は少ない。わずかに Davidson（p．５０３）に，“When referring to times that are
an exact number of hours, it is correct to write only the number for the hour, but not wrong to add
‘００’ for the minute：５p.m.；５．００p.m.”との説明が見られる。
（c）状況による。
Merriam Webster’s Guide to Business Correspondence（p．１４９）は“Even-hour times are generally
written with a colon and two zeros when used in a series or pairing with any times not ending in
two zeros.”と述べ，正時と「分」が付く時刻の両方が並列される場合は，統一のために正時にも
ゼロを付けるように勧めている。Johnson（p．２２６）にも同様の説明が見られる。一方，Sabin（２００１，
p．１２４）は“For time ‘on the hour,’ zeros are not needed to denote minutes unless you want to give
special emphasis to the precise hour.”と述べており，ゼロは正確な時刻の強調ために表示される
と説明している。
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２．実例の調査結果
それでは正時は実際にどのように表記されているのであろうか。上の米国および英国の新聞，雑
誌，ビジネス書で収集した実例から，単独で用いられている正時の例を抽出し，ゼロの有無で分類・
集計すると次のようになる。
正時のゼロ表示（米・英）
ゼロの有無 新聞 雑誌 ビジネス書
有（１０：００a.m.型） ０ ７ ２２
無（１０a.m.型） ３１ ２８ ５７
新聞やニュース雑誌では，英米とも「分」の位にゼロを表示する例は見られない。これはゼロ表
示を認めない新聞のスタイルブックの記述と一致している。新聞でゼロを表示しないのは，スペー
スの節約と能率を重視するためであろうか。
（１）Staffers say Chao is so focused that she sometimes gets up at２a.m. to dash off half a dozen
e-mails before returning to bed.－USA TODAY
（２）Greg Dyke’s approach has been to trivialise the early evening news, put the late news back
to１０pm and shift Panorama into the so-called graveyard slot on Sunday night.－The Ob-
server
ゼロを表示する雑誌の７例はすべて米国の総合雑誌からのものである。ただし，同じ総合雑誌の
中でも，Atlantic はすべての例でゼロを表示しているが，New Yorker はすべての例でゼロを表示し
ていない。Harper’s には表示する例と表示しない例が見られる。ここから，一般の英語はニュース
雑誌や新聞の英語と異なり，ゼロを表示することもしないこともある，と言えるかもしれない。
（３）At２：００A.M. a twenty-five-year-old Pakistani deck cadet named Naeem Uddin joined the offi-
cers on the bridge to begin his regular six-hour watch.－The Atlantic
（４）By３A.M., all the models had appeared and Galliano had studied the clothes carefully－usu-
ally looking at them in the mirror rather than directly.－The New Yorker
一方，ビジネス書では，表が示すように英米ともゼロを付ける例が比較的多い。有効例が含ま
れる１３冊のうち，９冊にゼロ表示の例が見られる。ビジネスでは時刻を正確に指定する習慣があ
るからであろうか。次の例は営業時間の延長を伝える手紙であるが，時刻を正確に伝えるためにゼ
ロを表示しているように思われる。
（５）We have extended the hours for our copying and printing service in order to accommodate
our customers’ needs. We are now open from８：００a.m. to９：００p.m. Monday to Friday，
９：００a.m. to６：００p.m. on Saturday, and９：００a.m. to１：００p.m. on Sunday.－Stephen P. El-
liott, The Complete Book of Contemporary Business Letters.
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面会の約束をする場合も正確な時刻を伝える必要がある。ところが，この場合は次の例に示すよ
うに，時刻にゼロを付ける文と付けない文が見られる。この点から考えると「正確な時刻を特に強
調するときはゼロを付ける」としている Sabinの説にも疑問が残る。
（６）I plan to see you at９：００a.m. on Tuesday, the８th.－Roy W. Poe, Handbook of Business Let-
ters.
（７）We look forward to seeing you on Monday，１July at９：００am.－Jim Douglas, Readymade
Business Letters That Get Results.
（８）I would be very happy to meet you in my office on the day you suggested，１August, at１１
a.m.－Andrew Littlejohn, Company to Company.
（９）As I shall be in Bradford next week, I wonder if it will be convenient to call on you at１１am
on Thursday１２September.－L Gartside, Model Business Letters .
IV．時刻の数字表記と文字表記
A．数字／文字 ＋ a.m.／p.m.
a.m.と p.m.が用いられる場合，その前に表示する時刻は通例数字で表記され，文字で表記される
ことはほとんどないようである。この問題に関しては，多くの英米の語法書や新聞のスタイルブッ
ク，英和辞典などの説明は一致している。実際，今回の調査でも文字表記する実例はほとんど見受
けられない。次の例はビジネス書からのものであるが，例外と言えるであろう。
She gave birth at three A.M.－D. R. Wienbroer et al., Rules of Thumb for Business Writers.
B．数字／文字 ＋ o'clock
１．辞書・語法書の記述
o’clockを用いる場合，その前に表示する時刻を文字表記するか数字表記するかについては，a.m.
や p.m.の場合と異なり，説が分かれているようである。記述内容により分類すると次のようにな
る。
（a）文字表記する。
文字表記を勧める参考書は比較的多い。一般の参考書では The Chicago Manual of Style１５
（p．３９１）が“With o’clock , the number is always spelled out.”，Collins COBUILD English Usage（s.v.
Time）が“Note that when using ‘o’clock’, people usually write the number as a word（for example
‘five’），not a figure（‘５’）．”と説明している。The Oxford Guide to Style（p．１７８）も“Use o’clock only
with the exact hour, and with time expressed in words : four o’clock, not half past four o’clock or４
o’clock.”と述べており，英米の区別なく文字表記が勧められている。また，英和辞典では『旺文
社新英和中辞典』（s.v. o’clock）が「数字とともには用いない」と注釈している。ビジネス英語関
係の参考書では，Alred et al．（p．４２４）が“Spell out time that is not followed by a.m. or p.m.; four
o’clock, eleven o’clock.”と述べており，同様に Cunningham and Greene（p．６９）も“If the o’clock
form is used, spell out the number, as in nine o’clock , not９ o’clock.”と述べて，文字表記を勧めて
いる。
（b）文字でも数字でもよいが，正式には文字表記する。
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Greebaum and Whitcut（s.v. times of day）は“In formal writing, use o’clock with the words only
（six o’clock），not with figures（６ o’clock）．”と述べており，Sabin（p．１２５）は“With o’clock , use fig-
ures for emphasis or words for formality：３o’clock（for emphasis），three o’clock（for formality）”
と述べている。英和辞典では『ジーニアス英和辞典』の第２版が「×５～のように数字と共には用い
ない」と注釈していたが，第３版でこの記述を削除して，新たに “It’s five［５］～．”の例を挙げ，
文字表記と数字表記の両方を認めている。 文字表記と数字表記に関する『ウィズダム英和辞典』
（s.v. o’clock）の説明はとりわけ興味深い。同書には「 コーパス o’clockの前に置く数字は，eight
のようにスペルで表す形が８割で，８のように算用数字を使うのは２割程度」との説明が見られる。
このコーパスの材料がどのようなものかは明らかにされていないが，この頻度から見て，おそらく
イギリス英語からとられたものであろう。
次に米国系の辞書５冊，英国の辞書７冊，英和辞典８冊で o’clockの項に挙げられている例文が
文字表記か数字表記かにより，辞書を分類すると次のようになる。（o’clockの項に完全な例文が挙
げられている辞書に限る。）
例文による辞書の分類
表記法 米国 英国 日本
文字＋o’clock ２ ６ ７
数字＋o’clock ３ １ １
＜米＞Cambridge Dictionary of American English／Longman Advanced American Dictionary／Merriam Webster’s
Collegiate Dictionary１１／The Newbury House Dictionary of American English／Random House Unabridged
Dictionary
＜英＞Cambridge Advanced Learner’s Dictionary／Chambers Essential English Dictionary／Collins COBUILD Ad-
vanced Learner’s English Dictionary／LDCE４／Macmillan English Dictionary／The New Penguin English
Dictionary／OALD６
＜日＞アドバンスト フェイバリット英和辞典／グランドコンサイス英和辞典／旺文社レクシス英和辞典／旺
文社新英和中辞典／小学館プログレッシブ英和中辞典４／小学館ランダムハウス英和大辞典２／新グローバ
ル英和中辞典／ウィズダム英和辞典
この分類からわかるように，米国系の辞書では文字表記と数字表記の両方がほぼ同じように採用
されているが，英国の辞書と英和辞典では主に文字表記が採用されている。ちなみに英国の辞書の
数字表記は LDCE，英和辞典の数字表記は『プログレッシブ』である。
２．雑誌・新聞の調査結果
それでは実際はどのように表記されているのであろうか。先ず米国の雑誌および新聞から o’clock
の前に文字を用いる例と数字を用いる例を収集し，分類すると次のようになる。
文字／数字＋o'clock（米）
表記法 A１ A２ A３ A４ A５ A６
文字＋o’clock １ ６ ０ ０ ２ ０
数字＋o’clock ０ ０ １ １２ ２４ １０
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A１：Harper’s Magazine, June２００４．
A２：The New Yorker , Sept．１，１５，２２，２９，２００３．
A３：Newsweek , November２４，２００３．
A４：TIME（CD-ROM），Jan．１９９４-June１９９５．
A５：The New York Times（CD-ROM），June１-３０，２００３．
A６：USA TODAY（CD-ROM），June１-August３１，２００３．
表が示すように，総合雑誌２誌は共に文字表記を採用しており，数字表記を採用しているニュー
ス雑誌２誌および新聞２紙とは対照的な分布を示している。
（１）When her parents returned home from a family visit at eight o’clock that evening, they
learned that she hadn’t come home.－The New Yorker
（２）At７ o’clock on a rainy morning in San Francisco, hundreds of people were running across
the parking lots of the Cow Palace in the pursuit of happiness.－TIME
（３）Tonight, Mars rises in the southeastern sky around８o’clock.－USA TODAY
同様に英国の雑誌２誌と新聞４紙から収集した実例を分類すると次のようになる。
文字／数字＋o'clock（英）
表記法 B１ B２ B３ B４ B５ B６
文字＋o’clock １７ １ １８ ８ ４ ７
数字＋o’clock ０ ０ １１ ３ ２ ５
B１：The Economist（CD-ROM），January-December１９９８．
B２：The Spectator，４October２００３．
B３：The Daily Telegraph and The Sunday Telegraph（CD-ROM），１-２９December１９９６．
B４：The Guardian（CD-ROM），１September-３１December２００２（morningで検索）
B５：The Observer（CD-ROM），１September-３１December２００２（morningで検索）
B６：The Times and The Sunday Times（CD-ROM），１January-２９February１９９６．
（morningで検索）
英国では概して文字表記が好まれているようである。雑誌では専門雑誌と総合雑誌が共に文字表
記しており，数字表記している例は見受けられない。一方，新聞では４紙すべてに文字表記と数字
表記の両方が見られるが，文字表記が優勢である。すべて数字表記するアメリカの新聞との間に相
違が見られる。
（４）At five o’clock on a Friday afternoon, the roulette table at Baku’s Hyatt Regency is crowded
with young Azeris.－The Economist
（５）The game was scheduled to start at two o’clock in a private club in the West End of London
－The Daily Telegraph
（６）It was１０o’clock on Thursday morning and Lawrence was sitting in the elegant２２nd floor
office of the London Stock Exchange’s chairman, John Kemp-Welch.－The Sunday Times
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３．「分」と o’clock
時刻に「分」が付くときは通例 o’clockを用いないことになっている。実際，普通の文章の中で
o’clockに「分」が付く例はほとんど見受けられない。次の（１）の新聞記事は例外と言えよう。た
だし，特殊な案内文や通知文では「分」が付く場合でも o’clockが用いられることがよくあるよう
である。次の（２）や（３）のような追悼式の告知や招待状の例は珍しくない。
（１）On Jan．２４，１９０２，much excitement was occasioned at the Navy Yard about９：３０o’clock
when workers discovered the buried skeletons of Revolutionary War prisoners. . . .－The
New York Times
（２）A memorial service for Lillian will be held on Thursday, June５，２００３at５：３０o’clock at Frank
E. Campbell，１０７６Madison Ave at８１St.－ibid.
（３）Trent and I are planning a dinner party on Saturday, June１４，at seven-thirty o’clock.－Jack
Maguire, Everyday Letters for All Occasions .
V．おわりに
以上，英米の雑誌，新聞，ビジネス文書を資料として，時刻の表記法について実態調査を行い，
その結果を紹介した。時刻の表記法は，分野や使用されている資料の種類などによって異なること
があり，一般化することはかなり難しいが，ほぼ次のことが言えよう。
１．米国で ante meridiem と post meridiem を略語で表示するときは，小文字と大文字の両方が用
いられる。ジャーナリズムの英語とビジネスの英語では小文字で表記されるが，その他の
フォーマルな一般の英語では大文字表記されることが多い。
２．米国では，略語の大文字は，表題，時刻表，掲示物などの特殊な場合に限らず，普通の文の
中でも用いられる。
３．米国では，略語を小文字表記する場合も大文字表記する場合も，文中で用いるときはピリオ
ドを付ける。
４．英国で ante meridiem と post meridiem を略語で表示するときは小文字が用いられる。
５．英国では一般に略語のピリオドを省略する傾向が見られる。ジャーナリズムの英語ではピリ
オドを付けない。ビジネスの英語とその他の一般の英語では，ピリオドを付けることも付け
ないこともある。
６．英国のジャーナリズムの英語では，時刻を表す数字と amあるいは pmの間にスペースをと
らない。ビジネスの英語と一般の英語ではスペースをとる。
７．正時を表す場合，ジャーナリズムの英語では，英国でも米国でも「分」の位にゼロを表示し
ない。ビジネスの英語とその他の一般の英語では，ゼロを表示することもしないこともある。
８．時刻に o’clockを用いる場合，米国のジャーナリズムの英語では数字で表記されるが，フォー
マルな一般の英語では文字で表記される。英国では分野を問わず一般的に文字表記されるこ
とが多いが，新聞の英語では数字も用いられる。
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